
連
の
関
東
軍
倉
庫
へ
集
ま
れ
と
の
こ
と
。
何
も
か
も
投
げ
捨
て

て
、
身
支
度
も
そ
こ
そ
こ
に
其
処
を
出
発
し
ま
し
た
。
倉
庫
に

は
、
も
う
皆
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
我
々
の
仲
間
は
ま
た
此
処

で
も
分
散
し
て
十
名
足
ら
ず
の
半
端
者
と
な
り
、
本
隊
と
は
乗

船
も
一
日
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

編
成
が
ま
た
あ
り
、
知
ら
な
い
部
隊
の
後
に
続
い
た
が
、
其

の
時
の
小
隊
長
も
見
ず
知
ら
ず
の
人
で
記
憶
か
ら
消
え
て
い
ま

す
。
帰
国
後
尋
ね
た
戦
友
は
も
う
亡
き
者
が
多
く
、
長
い
間
年

賀
状
だ
け
の
文
通
の
方
が
一
名
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

満
州
で
終
戦
を
迎
え
た
部
隊
は
、
ソ
連
の
不
意
の
侵
入
、
防

御
ま
だ
完
た
か
な
ら
ぬ
う
ち
に
一
方
的
に
攻
撃
を
受
け
、
国
境

警
備
隊
の
多
く
は
玉
砕
に
近
い
犠
牲
を
は
ら
っ
た
の
で
す
が
、

内
部
の
部
隊
、
関
東
軍
総
司
令
部
等
か
ら
の
、
指
揮
命
令
が
充

分
下
達
さ
れ
ず
、
混
乱
の
う
ち
に
敗
戦
、
ソ
連
抑
留
と
な
っ
た

の
で
す
。
そ
の
数
六
～
七
十
万
人
と
聞
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
状
況
の
中
で
、
私
た
ち
の
抑
留
体
験
と
い
う
の
は
特

異
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
我
が
隊
が
若
し
、
ソ
連
の

奥
地
へ
連
行
さ
れ
れ
ば
、
私
も
酷
寒
の
地
、
し
か
も
給
与
の
悪

い
中
で
の
重
労
働
で
内
地
の
土
を
踏
む
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
満
州
で
の
ソ
連
抑
留
者
で
死
亡
し
た
者
も
多
か
っ

た
の
で
す
。
満
州
で
逃
亡
し
た
り
満
人
の
農
奴
と
な
り
、
そ
の

行
方
も
知
れ
ぬ
人
も
い
ま
す
。
軍
隊
は
運
隊
で
あ
り
、
特
に
終

戦
後
の
満
州
の
軍
人
、
一
般
邦
人
の
惨
禍
は
そ
の
人
、
そ
の
時
、

そ
の
場
所
で
分
か
れ
た
の
で
、
今
で
も
私
は
良
く
ぞ
帰
還
出
来

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

満
州
清
明
村
開
拓
団
　 

―
南
方
独
混
三
七
旅
団
通
信
隊
―

岐
阜
県
　
勝
智
　 

私
の
戦
時
中
の
行
動
は
、
満
州
と
南
方
で
あ
り
ま
す
が
、
満

州
で
は
、
清
明
村
開
拓
団
及
び
関
東
軍
第
八
国
境
守
備
隊
、
南

方
は
印
度
洋
ニ
コ
バ
ル
諸
島
で
の
通
信
隊
（
鍛
第
二
五
六
八
部

隊
＝
独
立
混
成
第
三
十
七
旅
団
）
で
の
戦
務
、
終
戦
後
は
レ
ン

パ
ン
島
抑
留
と
な
り
ま
す
。

清
明
村
開
拓
団
と
満
州
の
軍
隊
教
育



私
は
大
正
十
一
年
九
月
二
十
九
日
、
現
在
の
恵
那
郡
山
岡
町

上
手
向
で
、
農
家
の
三
男
と
し
て
生
れ
て
、
尋
常
高
等
小
学
校

卒
業
後
、
農
林
業
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
農
山
村
の
青
年
の
中
に
は
加
藤
完
治
先
生
の
思
想
や

行
動
に
私
淑
す
る
者
が
多
く
、
私
も
そ
の
一
人
で
茨
城
県
内
原

の
日
本
国
民
学
校
に
入
校
し
教
育
を
受
け
、
埼
玉
県
草
加
の
農

場
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
学
校
本
部
は
東
京
神
田
の

岩
本
町
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
中
野
の
電
信
隊
の
裏
門
の
所
の

支
部
へ
通
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
に
は
、
加
工
し
た
農
産
物
や
、
山
形
の
米
、
南
瓜
、
北

海
道
の
馬
鈴
薯
・
牛
乳
・
チ
ー
ズ
、
和
歌
山
蜜
柑
、
信
州
味
■
、

林
檎
、
■
油
が
送
ら
れ
て
い
た
。
当
時
、
東
京
は
配
給
制
度
に

な
っ
た
た
め
、
軍
需
工
場
や
満
州
に
行
く
者
も
あ
っ
た
が
、
学

校
は
新
し
い
組
織
を
作
り
、
清
明
村
開
拓
団
（
本
部
―
満
州
国

新
京
（
長
春
）
特
別
区
双
徳
区
）
を
編
成
し
、
団
長
が
戸
谷
義

次
さ
ん
で
、
日
本
へ
来
て
受
入
れ
準
備
し
て
い
た
。

私
は
十
九
歳
で
満
州
に
渡
り
ま
し
た
が
、
開
拓
の
父
、
加
藤

先
生
の
教
え
を
受
け
、
団
員
の
一
心
同
体
の
精
神
は
年
と
共
に

開
拓
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。
共
同
耕
作
で
生
産
す

る
作
物
を
、
共
同
販
売
で
栄
養
の
あ
る
新
鮮
な
野
菜
を
、
安
く

新
京
市
民
に
供
給
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
た
。

開
拓
団
員
一
戸
当
り
に
配
分
さ
れ
る
面
積
は
五
町
歩
で
、
し

か
も
新
京
の
近
郊
で
あ
る
の
で
現
金
収
入
に
も
恵
ま
れ
、
経
営

も
次
第
に
楽
に
な
り
、
次
々
と
花
嫁
を
迎
え
る
明
る
さ
も
増
し

て
、
団
員
一
同
は
こ
の
地
を
永
住
の
地
と
定
め
、
村
の
中
心
地

に
清
明
神
社
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
私
は
昭
和
十
七
年
徴
集
兵
な
の
で
、
昭
和
十
八
年

一
月
十
日
現
地
入
隊
し
た
が
、
内
地
か
ら
来
る
人
が
遅
い
の
で

そ
の
間
特
別
教
育
を
受
け
て
い
た
。
部
隊
は
、
ハ
イ
ラ
ル
の
関

東
軍
の
第
八
国
境
警
備
隊
第
五
地
区
で
、
速
射
砲
隊
で
し
た
。

初
年
兵
教
育
は
厳
寒
の
中
で
し
た
の
で
、
そ
の
勤
務
の
辛
さ
は

実
際
に
体
験
し
た
者
で
な
い
と
判
ら
な
い
が
、
対
戦
車
の
速
射

砲
は
、
い
わ
ば
弾
よ
け
で
、
歩
兵
よ
り
前
で
あ
る
こ
と
を
誇
り

と
し
て
い
た
。

一
期
検
閲
の
後
に
奉
天
遼
陽
の
通
信
学
校
へ
入
校
し
た
。
し

か
し
私
は
通
信
の
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
勤
務
な
し
で

技
術
の
特
訓
を
受
け
た
。
卒
業
の
時
は
六
番
だ
っ
た
の
で
「
通

信
を
全
然
知
ら
ぬ
者
が
良
く
や
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和



十
九
年
一
月
十
日
、
第
一
選
抜
で
陸
軍
上
等
兵
に
進
級
し
た
。

ハ
イ
ラ
ル
の
公
安
嶺
の
冬
季
大
演
習
が
あ
っ
た
の
は
、
一
月

二
十
日
頃
で
、
そ
の
時
に
転
属
命
令
が
出
て
、
三
月
一
日
、
黒

河
省
孫
呉
の
独
立
混
成
第
三
七
旅
団
通
信
隊
（
鍛
第
二
五
六
八

部
隊
）
に
編
入
と
な
っ
た
。

五
月
二
十
二
日
、
イ
ン
ド
洋
の
ニ
コ
バ
ル
諸
島
派
遣
の
た
め

孫
呉
を
出
発
。
二
十
五
日
、
鮮
満
国
境
通
過
、
二
十
七
日
、
釜

山
到
着
。
同
地
で
軍
用
馬
を
返
納
、
六
月
七
日
、
釜
山
港
出
港
、

内
地
博
多
に
上
陸
し
た
。

こ
れ
ま
で
が
満
州
の
行
動
略
歴
で
あ
り
ま
す
。

独
立
混
成
第
三
七
旅
団
通
信
隊
の
南
方
戦
務

門
司
で
一
晩
が
か
り
で
荷
を
積
替
え
、
十
一
日
、
二
十
二
隻

ぐ
ら
い
で
船
団
を
組
み
出
港
し
た
が
、
鹿
児
島
沖
で
敵
潜
水
艦

の
襲
撃
を
受
け
、
鹿
児
島
湾
に
緊
急
避
難
し
、
待
機
の
後
出
航

し
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
で
は
連
合
軍
の
砲
爆
撃
を
受
け
た
。

し
か
し
、
そ
の
時
は
嵐
に
な
り
、
船
の
マ
ス
ト
が
折
れ
た
り
し

た
が
、
敵
も
嵐
の
た
め
攻
撃
が
出
来
な
く
な
り
我
々
は
助
か
っ

た
。
貨
物
船
の
便
所
は
甲
板
に
あ
っ
た
の
で
波
に
洗
わ
れ
使
用

も
出
来
な
か
っ
た
。

船
は
マ
ニ
ラ
に
着
い
た
が
、
伝
染
病
が
発
生
し
た
た
め
一
か

月
近
く
上
陸
は
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
私
は
し
ば
ら
く
通

信
勤
務
を
し
、
部
隊
は
埠
頭
一
帯
の
警
備
を
し
、
八
月
七
日
、

マ
ニ
ラ
港
出
航
、
途
中
ボ
ル
ネ
オ
島
ミ
リ
港
寄
港
。
二
十
日
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
上
陸
、
南
兵
舎
に
入
り
港
湾
警
備
、
密
輸
船

の
取
締
り
な
ど
し
て
い
た
が
、
そ
の
時
埠
頭
で
は
英
軍
捕
虜
が

荷
上
げ
作
業
を
し
て
い
た
の
を
見
た
。

十
月
九
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
港
出
発
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
水
道
通

過
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
到
着
、
二
十
日
頃
、
ス
マ
ト
ラ
島
テ

ロ
ク
ニ
ポ
ン
へ
行
く
時
、
先
遣
隊
（
宮
本
少
尉
以
下
三
十
二

名
）
の
乗
っ
た
漁
船
改
造
船
が
、
英
国
潜
水
艦
の
砲
撃
を
受
け

沈
没
し
た
た
め
、
戦
死
傷
者
十
名
程
の
損
害
を
受
け
た
。
私
は

後
発
隊
で
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
横
断
し
、
二
十
八
日
、
ス
マ
ト

ラ
島
テ
ロ
ク
ニ
ポ
ン
港
上
陸
、
タ
ン
ジ
ョ
ン
バ
レ
ー
を
経
由
し
、

ペ
ラ
ワ
ン
に
到
着
し
た
の
は
三
十
日
だ
っ
た
。

十
一
月
十
一
日
、

ペ
ラ
ワ
ン
か
ら
鉄
道
で
乗
船
地
に
向
か
う
。

十
六
日
、
コ
タ
ラ
ジ
ャ
出
発
、
十
七
日
、
オ
レ
レ
港
を
出
航
、

い
よ
い
よ
、
ニ
コ
バ
ル
諸
島
に
向
か
っ
た
。
私
は
船
舶
工
兵
隊



の
船
で
、
二
十
日
、
カ
モ
ル
タ
島
ナ
ン
コ
ウ
リ
港
に
上
陸
し
、

旅
団
長
佐
藤
為
徳
少
将
の
指
揮
下
に
入
っ
た
。

私
た
ち
は
、
そ
こ
で
軍
司
令
部
と
の
通
信
連
絡
を
し
て
い
た

が
、
そ
の
後
は
、
カ
モ
ル
タ
・
ナ
ン
コ
ウ
リ
・
ト
リ
ン
カ
ッ
ト

・
カ
ッ
チ
ャ
ル
・
テ
レ
ッ
サ
島
な
ど
の
各
島
の
警
備
隊
（
各
種

の
兵
種
あ
り
）
に
通
信
員
と
し
分
遣
さ
れ
た
。
有
線
も
無
線
も

バ
ラ
バ
ラ
で
の
通
信
勤
務
で
あ
る
。
私
は
旅
団
工
兵
隊
へ
派
遣

さ
れ
、
終
戦
ま
で
そ
こ
で
勤
務
し
て
い
た
。

昭
和
二
十
年
七
月
末
頃
、
英
国
軍
機
動
部
隊
が
接
近
、
二
日

間
に
わ
た
り
艦
砲
射
撃
・
爆
撃
・
銃
撃
を
受
け
た
。
そ
の
間
無

線
機
に
は
米
軍
の
放
送
が
入
っ
て
く
る
（
傍
受
）

。

「
ド
イ
ツ
が
降
伏
し
た
。

」

「
Ｂ29

が
日
本
本
土
を
爆
撃
し
全
機
無
事
帰
還
し
た
」

と
か
、
放
送
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
「
私
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
卒

業
の
斎
藤
タ
カ
シ
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報

が
入
っ
て
来
て
い
た
。

我
々
は
勤
務
者
と
し
、
そ
れ
を
外
部
に
漏
ら
す
こ
と
は
し
な

か
っ
た
。
そ
の
間
、
糧
秣
な
ど
は
船
で
輸
送
出
来
な
い
の
で
、

友
軍
の
飛
行
機
が
衣
料
・
食
料
等
を
投
下
し
て
く
れ
た
時
が

あ
っ
た
。

終
戦
の
八
月
十
五
日
以
降
の
無
線
通
信
は
暗
号
で
な
く
、
生

（
ナ
マ
）
で
打
っ
て
来
た
。「
日
の
丸
を
消
し
て
青
い
十
字
の
飛

行
機
は
友
軍
の
飛
行
機
で
、
連
絡
に
行
く
が
射
つ
な
」
な
ど
で

あ
る
し
、
兵
器
、
書
類
の
処
分
な
ど
の
指
示
も
あ
っ
た
。

ニ
コ
バ
ル
島
で
の
終
戦
前
の
状
況
を
話
し
て
み
る
が
、
食
料

は
自
給
自
活
の
方
式
で
、
網
を
作
り
魚
を
取
り
、
■
も
作
っ
た
。

兵
隊
に
は
内
地
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
、
特
業
が
あ
る
か
ら
何

で
も
作
っ
て
生
活
し
て
い
た
。
島
で
の
作
業
中
は
褌
一
本
（
戦

闘
の
時
は
服
を
着
、
戦
闘
帽
に
階
級
章
を
付
け
て
い
た
）

。

我
々
通
信
兵
は
椰
子
の
木
に
登
り
実
を
取
っ
た
。

先
に
申
し
た
英
軍
の
艦
砲
射
撃
、
爆
撃
の
時
、
海
軍
に
は
弾

丸
が
四
十
発
し
か
な
く
て
反
撃
出
来
な
か
っ
た
。
終
戦
の
半
年

ぐ
ら
い
前
、
ニ
コ
バ
ル
で
演
習
を
や
っ
た
。
こ
の
時
、
旅
団
長

は
「
こ
の
戦
争
が
勝
つ
も
負
け
る
も
半
年
だ
。
そ
れ
ま
で
半
年

生
き
延
び
よ
」
と
い
う
訓
示
だ
っ
た
。
旅
団
長
は
、
兵
隊
の
為

に
気
を
使
っ
て
く
れ
て
い
た
。
そ
の
言
葉
の
通
り
、
八
月
に
終

戦
と
な
っ
た
わ
け
だ
。

終
戦
後
の
状
況
と
抑
留
生
活



終
戦
後
間
も
な
く
英
国
海
軍
が
進
駐
し
て
来
た
。
彼
等
は
先

ず
空
砲
を
射
っ
て
来
た
。
日
本
軍
が
抵
抗
し
な
い
と
見
て
上
陸

し
て
来
た
。
我
が
軍
は
白
旗
を
か
か
げ
て
英
軍
を
迎
え
た
。
兵

器
を
整
理
し
、
員
数
を
点
検
し
英
軍
に
渡
し
た
。
秘
密
書
類
や

個
人
の
軍
隊
手
帳
、
写
真
な
ど
は
、
終
戦
時
の
指
示
に
従
っ
て

皆
焼
い
て
し
ま
っ
た
。
軍
の
中
で
の
混
乱
は
余
り
無
く
死
亡
者

は
出
な
か
っ
た
。

私
は
残
務
整
理
の
た
め
、
五
～
六
人
の
人
と
共
に
残
っ
た
。

そ
の
間
、
現
地
住
民
と
の
交
流
を
初
め
て
や
っ
た
。
日
本
の
お

盆
だ
が
、
首
祭
を
し
た
骨
を
飾
っ
て
あ
っ
た
。
日
本
は
負
け
た

が
、
ス
ポ
ー
ツ
も
や
っ
た
。
我
々
は
幅
跳
、
三
段
跳
で
勝
っ
た

の
で
現
地
人
か
ら
敬
意
を
表
さ
れ
た
。

「
日
本
人
に
来
て
貰
わ
ね
ば
経
済
的
に
や
れ
な
い
」
と
い
う

現
地
人
が
い
た
。

「
ア
メ
リ
カ
は
ア
ジ
ア
を
征
服
出
来
な
い
。
日
本
人
が
や
ら

ね
ば
」
と
言
う
人
も
い
た
。
こ
の
人
は
二
・
二
六
事
件
関
係
の

皇
道
派
の
人
た
ち
だ
っ
た
。

作
業
が
終
わ
っ
て
、
引
上
げ
の
時
、
船
は
英
軍
の
基
地
へ

寄
っ
た
。
戦
犯
者
収
容
の
島
で
し
た
。
多
く
の
人
が
別
れ
の
た

め
桟
橋
に
出
て
い
て
無
言
の
面
会
が
出
来
た
。
こ
こ
は
東
洋
一

の
英
軍
の
留
置
場
、
刑
務
所
の
島
で
、
島
に
寄
港
し
た
の
は
英

国
が
特
別
に
考
慮
し
て
く
れ
た
の
だ
と
聞
い
た
。

船
は
レ
ン
パ
ン
島
に
着
き
、
そ
こ
で
兵
隊
は
収
容
さ
れ
た
。

私
は
通
信
だ
か
ら
、
復
員
関
係
の
通
信
業
務
を
し
て
い
た
。
島

で
の
生
活
は
自
給
自
足
で
あ
る
が
、
私
は
復
員
事
務
を
し
て
い

た
た
め
に
、
通
信
隊
で
は
一
番
最
後
に
上
陸
し
、
一
番
最
後
に

帰
国
し
た
。
そ
れ
は
、
レ
ン
パ
ン
島
も
段
々
と
復
員
し
て
い
っ

て
、
人
数
が
す
く
な
く
な
っ
て
い
く
、
そ
こ
で
も
有
線
通
信
を

や
っ
て
く
れ
と
い
う
の
で
自
分
か
ら
志
願
し
、
勤
務
し
た
。

レ
ン
パ
ン
の
自
活
と
は
、
食
糧
作
り
、
野
菜
作
り
、
食
事
は

さ
つ
ま
芋
の
蔓
の
雑
炊
、
時
に
は
、
ア
ル
ミ
缶
に
入
っ
た
英
国

の
携
帯
食
糧
（
タ
バ
コ
・
ミ
ル
ク
・
肉
缶
・
パ
ン
な
ど
入
っ
た

三
つ
重
ね
）
も
あ
っ
て
驚
い
た
り
喜
ん
だ
り
し
た
。
塩
は
海
水

を
ド
ラ
ム
缶
で
煮
て
作
っ
た
。

私
た
ち
通
信
は
、
一
番
最
後
ま
で
他
の
部
隊
へ
編
入
さ
れ
た

の
で
、
あ
る
時
、
閣
下
が
う
ど
ん
を
土
産
に
持
っ
て
来
ら
れ
た
。

そ
の
閣
下
の
名
前
は
忘
れ
た
が
、
そ
の
時
は
軍
隊
の
時
と
は
違

い
、

閣
下
も
兵
も
差
別
な
く
普
通
の
話
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
。



私
は
、
終
戦
の
翌
昭
和
二
十
一
年
六
月
十
八
日
、
内
地
帰
還

の
た
め
レ
ン
パ
ン
島
を
出
航
、
七
月
六
日
、
鹿
児
島
港
に
帰
り
、

陸
軍
伍
長
と
し
て
復
員
し
た
。

戦
後
、
通
信
隊
の
戦
友
会
は
、
全
国
各
地
か
ら
の
集
ま
り
で

「
戦
友
」
と
い
う
本
を
作
っ
て
資
料
と
し
て
配
っ
た
り
、
戦
友

会
を
各
地
持
ち
廻
り
で
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
内
原
訓
練
所
関

係
の
交
流
は
、
二
年
に
一
度
や
っ
て
い
た
が
、
高
齢
者
が
多
く

な
り
、
今
は
打
ち
切
っ
て
、
思
い
出
の
文
集
に
し
て
あ
る
。
清

明
村
開
拓
団
の
人
々
は
、
ソ
連
参
戦
等
で
随
分
苦
労
し
た
が
、

最
後
の
引
き
揚
げ
は
昭
和
二
十
一
年
七
月
頃
と
の
こ
と
な
の
で
、

私
が
レ
ン
パ
ン
島
か
ら
復
員
し
た
の
と
同
じ
時
期
と
い
う
。
期

せ
ず
し
て
、
北
と
南
か
ら
内
地
へ
帰
還
し
た
わ
け
で
す
。

私
は
青
雲
の
志
を
懐
き
、
楽
土
建
設
と
民
族
協
和
の
た
め
、

加
藤
完
治
先
生
を
慕
っ
て
満
州
へ
渡
っ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
。

そ
し
て
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
多
く
の
開
拓
者
の
御
冥
福
を
祈
る

こ
と
を
忘
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

満
州
の
衛
生
兵
勤
務
　 

―
兄
の
遺
児
も
幸
せ
に
―
滋
賀
県
　
西
岡
敏
夫
　 

私
は
昭
和
十
五
年
徴
集
、
滋
賀
県
甲
賀
郡
甲
南
町
で
、
大
正

九
年
十
月
九
日
に
生
れ
ま
し
た
。
父
は
小
学
校
五
年
生
の
時
、

母
は
中
学
二
年
生
の
時
死
亡
し
、
長
兄
は
第
十
六
師
団
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
レ
イ
テ
島
で
戦
死
、
次
兄
は
満
州
旅
順
で
抑
留
し
二

十
二
年
四
月
に
復
員
、
私
は
三
人
兄
弟
の
末
弟
の
三
男
で
し
た
。

昭
和
十
六
年
三
月
六
日
、
現
役
兵
と
し
て
宇
品
港
を
出
航
、

満
州
黒
河
省
の
■
琿
に
着
い
た
の
は
三
月
十
二
日
で
、
第
六
国

境
守
備
隊
第
二
中
隊
に
歩
兵
と
し
て
入
隊
し
ま
し
た
。
一
期
検

閲
終
了
後
衛
生
兵
に
転
科
、
教
育
は
■
琿
陸
軍
病
院
で
三
か
月

間
、
衛
生
兵
教
育
は
看
護
婦
並
み
で
、
三
か
月
間
に
短
縮
さ
れ

た
の
で
、
夜
も
寝
ら
れ
ぬ
。
寝
て
い
る
と
教
育
係
に
叩
き
起
こ

さ
れ
る
な
ど
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
学
科
で
、
そ

の
日
の
講
義
は
そ
の
日
の
う
ち
に
試
験
す
る
。

教
官
は
軍
医
で
、




